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会社概要

中小企業等DX支援（製造業向け）講座 成果発表会 ｜ さすぼし蒲鉾株式会社

会社名 ︓ さすぼし蒲鉾株式会社
創 業 ︓ １８９０年（明治２３年）
設 立 ︓ ２００２年（平成１４年）
従業員 ︓ ２９名（２０２６年２月現在）
事業所 ︓ 本社工場 （静岡市清水区由比町屋原176-7）

本 店 （静岡市清水区由比町屋原69）
鮮魚処理場 （静岡市清水区北田30-2）

事業内容 ︓ 魚肉練製品製造
惣菜製造
その他食品製造販売
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現状業務分析：課題と原因

中小企業等DX支援（製造業向け）講座 成果発表会 ｜ さすぼし蒲鉾株式会社

現状の業務フロー

出荷実績
製造実績
仕入実績

手計算で
集計

手入力
（在庫表）

在庫数
確認・管理

製造・仕入
計画→ → → →

■課題

在庫表への毎日のデータ入力に時間がかかっ
ている

特に出荷データは出荷件数・品目が多いため
、集計と入力に多大な時間を要する

在庫状況がリアルタイムで把握できない

■原因

出荷・製造・仕入実績を手計算で集計し、
在庫表へ手入力しているため

データ量が多く（出荷品目多数）、
入力作業の負荷が大きい

受注システムとのデータ連携がない
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要件分析：解決方法の決定

中小企業等DX支援（製造業向け）講座 成果発表会 ｜ さすぼし蒲鉾株式会社

■解決方法

① 受注システムの出荷データを在庫表に取り込む作業を自動化する
② 仕入れデータ・製造実績データの入力を簡易化する
③ 適正在庫数を管理し、製造計画・仕入計画に活用できる仕組みを構築する

■新業務フロー

受注・仕入・
生産担当者

在庫計算
システム
（Excel）

在庫管理者 在庫表・
適正在庫管理

製造・仕入計画
→ → →

データ入力・
取込指示

自動集計・
自動反映

在庫確認・
計画立案
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要件定義：システムの機能

中小企業等DX支援（製造業向け）講座 成果発表会 ｜ さすぼし蒲鉾株式会社

「データ反映」ボタンをクリックするだけで在庫データが自動更新されるシステムをExcelで構築

入力データ

① 当日の出荷データ
（受注システムより自動取込）

② 当日の生産データ
（手動入力・簡易化）

③ 当日の仕入データ
（手動入力・簡易化）

システムの機能

① データ反映機能
出庫情報を在庫表に自動反映

② 在庫計算機能
リアルタイムで在庫数を計算

③ 適正在庫管理機能
全在庫数との比較・アラート

出力データ

① 在庫表
最新在庫数の一覧表示

② 発注アラート
適正在庫を下回った品目

③ 製造・仕入計画への展開
在庫に基づく計画管理
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操作手順

中小企業等DX支援（製造業向け）講座 成果発表会 ｜ さすぼし蒲鉾株式会社

出荷データ取込み

在庫表

受注CSVファイルの
「出荷日」「商品ID」「数量」を抽出して各
種テーブルの数値を元に各在庫の出荷
数量を算出して対象在庫品目の対象出
荷日の出荷columnに反映する
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受注CSVファイル

1.受注CSVファイルの作成（クラウド型の受注システム側で数秒の操作で作成）

2.在庫表で「出荷データ反映」のボタンをクリック、対象日付の確認をクリック

以上の操作のみで在庫表に反映



効果

中小企業等DX支援（製造業向け）講座 成果発表会 ｜ さすぼし蒲鉾株式会社

定量的効果

出荷データ
集計作業時間

大幅削減
約15時間/月

自動化により毎日の集計作業無しに！

出荷・仕入・製造データ
入力作業時間

約8時間/月
短縮

自動化と手入力簡易化により大幅短縮
自動化により翌月繰り越し作業無しに！

適正在庫管理

実現

在庫超過・不足の早期発見が可能に

定性的効果

ヒューマンエラー防止

手入力をなくすることで転記
ミスや計算ミスがなくなる

リアルタイム在庫把握

在庫状況を常に最新の状態
で確認できるようになる

計画業務への活用

適正在庫数を基に仕入・製造
計画を立案できるようにな
る
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まとめ

中小企業等DX支援（製造業向け）講座 成果発表会 ｜ さすぼし蒲鉾株式会社

1. 実施した内容

・受注システムの出荷データを活用した在庫表への自動反映機能を構築
・ 在庫をカテゴリー化して在庫表での品目の検索時間を短縮
・仕入・製造データの入力を簡易化し、時短と入力ミスの削減を実現
・翌月在庫表の自動作成機能により月次繰り越し作業の時短と作成ミスの削減を実現
・在庫表に安全在庫数を設定し、適正在庫管理・製造計画・仕入計画に有効活用

2. 講座を通じた気づき

・日々手作業で行っていた業務の非効率さを改めて認識することができた
・ Excelのマクロを活用することで、特別なシステムを導入しなくても業務の自動化・効率化が実現できる
ことがわかった

・要件定義の重要性を実感した

3. 今後の展望

・今回構築したシステムをベースに、運用面での改善を積み重ねていく
・出荷データ反映の自動化だけでなく、製造・仕入データの取り込みも自動化する
・会社全体のDX推進の足がかりにしていきたい
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作業カード（仕様書）出力システム

株式会社 金沢紙工 金澤 仁

2026.3.10
静岡市中小企業などDX支援講座2025報告



株式会社 金沢紙工ってこんな町工場です。
株式会社 金沢紙工の成り立ち
1933年（昭和8年）に初代代表が個人創業してスタートしました。
第二次世界大戦後、再び静岡市において印刷・紙器屋（印刷・紙加工）を
立ち上げました。
1958年（昭和33年）印刷部門と紙工部門を分け印刷部門を分離、金沢紙工の
名前で個人創業しました。
1971年（昭和46年）に現在地に移転しました。
1983年（昭和58年）二代目社長が株式会社にしました。
2026年現在、三代目社長が社員20名と働いている町工場です。
仕事の内容
印刷された紙を加工し、主におも
ちゃ、部品、食品の紙箱を製造し
ております。

2026.3.10
静岡市中小企業などDX支援講座2025報告
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静岡市中小企業などDX支援講座2025報告 2026.3.10

株式会社金沢紙工

若手社員の定着支援

・過去の仕様書から引用

・面倒な手書きから解放
☆知識がなくても誤記載がない。

☆時間の短縮。

生産現場での効率化
・必要な情報を間違いなく。
・文字が見やすく
・書きやすく広いスペース

紙とデータのハイブリット

現場の端末がまだ少ないので紙と
端末とのハイブリットでしばらく
運用する。

ベテラン事務
員が退職して
しまいそう。 若手新人の

雇用に成功。

事務仕事のDX化で
脱手書き

板書を写メ撮る世代。
どうやって育てたらいいの
だろう。

やらせてみたら、
とにかく書くのが
遅かった。
読解力も個性的。
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どうしたものかと悩んでいたら
出会いがありました。
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・受注数の確認
・納期の確認
・仕様・工程の確認
・納品荷姿の確認
・注意事項の確認

社内仕様書発行の問題点

専門知識が必要
さらに入荷案内・発注書が各社で
バラバラで必要な情報がどこに
どのように記載されているか
習熟が必要でした。

現在の問題点：ベテランと新人の知識量の差が大きすぎる。

習熟が必要
手書きが不得意で読みやすい
ように書くと、とても時間が
掛かる。

本人の苦手意識
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過去のデータから検索して
見つけたデータを引用して
新しく発行する。
検索も品名と
抜型データの
２本立て
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やってみた。

工場長がコツコツと打ち込んできたデータ、過去の加工記
録を利用して作業カード（製造指示書）が発行できた。

今回 Excelの既存データを利用す
ることで伝票発行までの時間を短
縮することができました。

手書で15分平均掛かっていたも
のが、DX化で5分以内に出力で
きるようになりました。
15点/日であれば150分の業務時
間短縮となりました。
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まとめ
・ゼロから作るのは自由度も高くてDX化しやすいかもしれないが、既存の
データを使える場合は 再利用からのスタートも可能性がある。

・多少、不便なことはあっても時間を掛けて改善できるので ますは始める勇
気、変える覚悟をすることだ

・若手の育成には苦手を克服することも大切だが、できることを大いに伸ばす
ことも必要なので、ツールを変えることで仕事本来の目的を達成できるように
サポートすることが大切だ。

・プログラムは難しい。習うより慣れろの足元にも及ばべなかったが、それで
も概念とプログラマーとのコミュニケーションの取り方を学ぶことはとても有
意義でした。

・これから 社内でいろいろと評価され議論が出始めています。
みんなの意見が楽しみです。

ご清聴 ありがとうございました。
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材料重量集計システム

2026/03/10

杉本金属工業株式会社 田中卓也



概 要

１，材料（鋼板）キロ数集計の目的：カーボンニュートラル

２，集計の手間の原因とその解決：エクセルマクロの活用

３，手間の削減効果と今後の展望



会 社 概 要

会社名： 杉本金属工業株式会社

代表者： 杉本 幸弘

創 業： １９２４年（大正１３年） ６月１５日

設 立： １９４７年（昭和２２年） ６月１５日

資本金： ９５００万円

従業員数： 220人（2024年07月現在）

事業内容： 自動車及び家電製品加工並びに溶接組立

住 所： 静岡市駿河区下川原南２－２４ （本社・静岡工場）
周智郡森町中川２０１１ （森工場）



所 在 地

本社・静岡工場：
静岡市駿河区下川原南２－２４

森工場：
周智郡森町中川２０１１

※ 静岡県下２拠点で運営している。



工場紹介（外 観）



工場紹介（平面図）

工機棟 中間品置場 完成品置場

出荷場溶接棟プレス棟

プレス 溶接 製品材料



目的：カーボンニュートラルへの対応

環境省 ホームページより抜粋
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html

※ お客様からカーボンニュートラル対応を求められている。

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate.html


杉本金属工業の商流

外注
メーカー

④材料有償支給 ⑤部品検収

⑥部品・副資材購入

材料
ZC

プレス工程
PR1A

溶接工程
WE1A

製品
000XX

②材料仕入 ③製品売上①生産工程



杉本金属工業の商流と、CO2排出の関係

材料
ZC

プレス工程
PR1A

溶接工程
WE1A

製品
000XX

②材料仕入

※ CO2排出は、「社内」と「社外」を把握する。

①生産工程 ③製品売上



社内のCO2排出量

材料
ZC

プレス工程
PR1A

製品
000XX

②材料仕入

CO2排出量 ＝ 活動量 × 排出係数

活動量 ： 電力量、ガソリン、軽油、LPガス ⇒ 請求書

※ 社内の活動量は、集計済み。

③製品売上

溶接工程
WE1A

①生産工程



社外のCO2排出量

材料
ZC

プレス工程
PR1A

溶接工程
WE1A

製品
000XX

③製品売上①生産工程

※ 社外の活動量は、自分で集計する必要がある。

CO2排出量 ＝ 活動量 × 排出係数

活動量 ： 材料仕入、部品購入 ⇒ 集計済みデータが無い

②材料仕入



購入した原材料・部品の内訳（金額ベース）

①原材料（鋼板）

②部品

③副資材（梱包材・ナットなど）

８８％

４％

８％

※ 最も割合が大きい「原材料（鋼板）」の購入量を集計する。



原材料（鋼材）の集計する上での問題点

①１枚のシートに、集計行と明細行が混在している。

②一つの列に、異なる単位（キロ・枚）が混在している。

③件数が多い（７０００件）。時間がかかる（毎月８時間）。

※ データの書式が不便なため、集計に手間取る。



問題：基幹システムから材料購入数量を出力したものの ・・・ ？



問題①：基幹システムから材料購入数量を出力したものの ・・・ ？

① 集計行と明細行が、ひとつのシートにまとまっている。
行タイトルが一致していない



問題②：基幹システムから材料購入数量を出力したものの ・・・ ？

② 数量の表示に、
キロ数と枚数が混在している。
コイル材：キロ シート材：枚



問題②：原材料（鋼板）の種類

※ 原材料（鋼板）には、荷姿が２種類ある。単位が違う。

１，コイル材：キロ ２，シート材：枚



問題③：シート材の材料キロ数の計算

買掛データ

品目マスタ

コイル材 ： キロ シート材 ： 枚



問題③：シート材の材料キロ数の計算

買掛データ

品目マスタ

コイル材 ： そのまま シート材 ： 枚数 × 素材重量

シート

コイル

シート

シート

コイル

枚

キロ

枚

枚

キロ



問題③：シート材の材料キロ数の計算

買掛データ

品目マスタ

買掛品名⇒買掛品目⇒マスタ品目⇒マスタ素重⇒買掛数量

①②

③

④

⑤



問題③：シート材の材料キロ数の計算

買掛データ

品目マスタ

買掛データは７０００行 ⇒ データとマスタを７０００回突合

①②

③

④

⑤



問題と解決：エクセルマクロを利用して、集計を自動化する

問題点： 集計は定型作業だが、件数が多い。

⇒ 時間がかかる。間違えを起こしやすい。

解決策： 定型作業を自動化することで、
時間を短縮する。ミスを無くす。

⇒ 自動化の手段として、エクセルマクロを採用



今までのフローチャート

買掛データの出力

手作業で整形

末尾が S

キロ数＝係数×数量

整形済み買掛データ

末尾が C

最終行？

キロ数の総合計

品目マスタの出力

換算表の作成

手作業で集計

品名の確認

係数＝１ 係数＝素材重量

手作業でシートの結合

次の行へ移動

YES

NO



マクロのフローチャート

品名の確認 品目の確認

素材重量の確認

キロ数＝素材重量×枚数

買掛データの読込み

明細シートの作成

末尾が S

集計シートへキロ数を転記

次の行へ移動

末尾が C

最終行？

キロ数を合計

品目マスタの読込み

NO

YES

集計シートの作成



マクロのフローチャート（操作のみのチャート）

品名の確認

品目の確認

素材重量の確認

キロ数＝素材重量×枚数

買掛データの読込み

明細シートの作成

末尾が S

キロ数の記入

次の行へ移動

末尾が C

最終行？

キロ数を合計

品目マスタの読込み

エクセルマクロが
自動集計

※ 操作は、①読込、②集計 で完了。



問題と解決：エクセルマクロを利用して、集計を自動化する

※ 操作は、①読込、②集計 で完了。

①読込

②集計



結果と効果

2025/11月

2025/12月

2026/01月

※ 結果がすぐに分かるようになった。

2,119,187
2,062,384
2,162,822

年月度 材料購入キロ



結果と効果

結果①： 作業時間が、大幅に短縮できた。

⇒ エクセルマクロを採用することで、問題は解決した。

結果②： 計算ミス・転記ミスが無くなった。

月８時間（年９６時間）⇒月３分になった。

結果③： 誰でもできる作業になった。



今後の展望

展望①： 材料キロ数の集計を売掛データで行う。

⇒ エクセルマクロで、時間短縮・ミス削減をする。

展望②： 製品１個当たりキロ数の算出を行う。

⇒得意先別キロ数の算出（得意先様対応）

展望③： 他の作業、他の従業員へも広めたい。



おまけ

2025/11月

2025/12月

2026/01月

※ 数値が同じ ⇒ マクロの正しさ、生産管理の正確さの裏付け

2,119,187
2,062,384
2,162,822

年月度 材料購入キロ 製品売上キロ

2,096,708
2,121,026
2,201,475



中小企業等DX支援(製造業向け)講座

障がい者雇用給付 申請準備
申請書類作成用従業員データ抽出システムの作成

株式会社タキ倉庫 久保田



会社概要

株式会社タキ倉庫
１９６０年６月２１日 創立 （創業者︓瀧 勘司）
代表者 ︓ 瀧 康晃
業 種 ︓ 運輸業／倉庫業
事業所 ︓ 本社事務所 静岡市清水区吉川４１７ー１

榛南営業所 榛原郡吉田町川尻５４９－１
相良営業所 牧之原市菅ケ谷 ８７４－１
御前崎営業所 御前崎市白羽４０５０－１８
九州営業所 佐賀県神埼郡吉野ヶ里町松隈３０１－１

従業員数︓ １６７名
事業内容︓ 自動車照明器の部品／材料保管と代行納入

カーメーカー様向け補給用製品の包装出荷
グループ︓ 株式会社タキ倉庫を中心に保管／荷役から,組立／加工,物流など

様々なニーズにお応えします. 2



障害者雇用給付金制度
障害者雇用納付金制度は,「障害者雇用は事業主が果たしていくべき責任である」
との社会連帯責任の理念に立ち,事業主間に生じる雇用に伴う経済的負担の調整を
図ることで障害者の雇用の促進と職業の安定を図るために設けられた制度.

障害者数が法定数に満たない場合に納付金を納付,満たす場合に調整金が支給.

STEP１ 常用雇用労働者の総数の把握
STEP２ 雇用障害者の総数の把握 伴走支援の対象範囲
STEP３ 申告申請書等の作成
STEP４ 申告申請書等の提出
STEP５ 納付金の納付または,支給金の支給

現状分析：申請概要

3



現状分析：業務概要

従業員データを給与システムからデータ出力し,報告を行う項目毎に必要な人数を
把握して申告申請書の作成を行うもの.

4

給与
システム

データ①
社員情報

データ②
給与情報

データ出力

給与額などが記載された不要な列を削除.

「事業所」「職種」などで申請する人数を数える.

データ加工 申請書作成

事業所毎の常用雇用者数など
申請に必要な情報を入力して
申告申請書を完成させる.

管理資料
社員配属
情報.他



課 題 データ加工を手作業で行っているので
工数が掛かる.

原因(1) 月毎の正確な在籍情報を把握する為に
給与実績を利用しているが,一般に販売
されているシステムを利用しているので
支給金額や個人情報などを除外して出力
できない. ➡ 責任者が削除する.

原因(2) 申請に必要な情報は給与情報に含まれて
いるものだけではないので,人が社員
情報と照らし合わせねば集計できない.
➡ 12箇月分の集計が部下の負担.

現状分析：課題と原因

5

責任者,部下共に
データの加工を
手作業で行う為
工数が掛かる.

現状の課題



要件分析：課題解決の展望

解決案 人が操作している工程を VBAを用いた
システムに代替する.

対応(1) データ加工の自動化
(a)社員配属情報をマスタとして
事業所単位で従業員を判別

(b)雇用状況で従業員を判別
(c)使用中に個人情報を見ない

対応(2) 報告項目毎の申請人数把握の自動化
(a)報告項目毎の人数集計
(b)全社と各拠点の報告項目毎の人数を
出力様式に格納する 6

解決の展望



要件定義：原因１／対応１ データ加工の自動化

原因(1) 月毎の正確な在籍情報を把握する為に
給与実績を利用しているが,一般に販売
されているシステムを利用しているので
支給金額や個人情報などを除外して出力
できない. ➡ 責任者が削除する.

対応(1) データ加工の自動化
(a)社員配属情報をマスタとして
事業所単位で従業員を判別

(b)雇用状況で従業員を判別
(c)使用中に個人情報を見ない 7



要件定義：データ加工の自動化（対応１-1）

(a)社員配属情報をマスタとして
事業所単位で従業員を判別

(b)雇用状況で従業員を判別

8

Dictionary オブジェクト機能
-データのKey(今回は社員番号)を設定して,
項目と一致する情報を抽出する機能.
➡ ３種類のマスタから必要情報のみを

引き当てた在籍一覧を作成した.



要件定義：データ加工の自動化（対応１-2）

(c)使用中に個人情報を見ない

9

画面の更新停止機能
-処理中に画面が更新されないようにし,
処理が終わったら画面が更新される機能.
➡ 月毎の在籍情報抽出中にシステム使用者の

目に給与ファイルの中身が映らない.



要件定義：原因２／対応２ 申請人数把握の自動化

原因(2) 申請に必要な情報は給与情報に含まれて
いるものだけではないので,人が社員
情報と照らし合わせねば集計できない.
➡ 12箇月分の集計が部下の負担.

対応(2) 報告項目毎の申請人数把握の自動化
(a)報告項目毎の人数集計
(b)全社と各拠点の報告項目毎の人数を
出力様式に格納する

10



要件定義：申請人数把握の自動化（対応2-1）

(a)報告項目毎の人数集計

11

Dictionary オブジェクト機能
-データのKey(所属先)を設定して,集計表を作成.
➡ 期の途中に転籍,部署移動があった場合,

在籍情報の所属先を修正することにより
正しく人数を集計できる.



要件定義：申請人数把握の自動化（対応2-1）

(a)報告項目毎の人数集計
-業務のシステム化とアナログ的な部分を残すことの勘案-

『システムの使用者が毎月の従業員データを出力する手間（≒現場の抵抗）』(システムの弊害)
『期の途中に転籍や部署移動が行われる頻度（≒処理中に人の手が加わる）』(アナログの弊害)

12

-ただ業務をシステム化するのではなく,
システムの使用者がどのように思うか
相談をさせていただき,要件を決定.
➡ 障害者マスタ,短時間労働者マスタの

更新確認は人の目で確認するので,
アナログな部分を残すことを選択.



要件定義：申請人数把握の自動化（対応2-2）

(b)全社と各拠点の報告項目毎の
人数を出力様式に格納する

13

集計結果を出力様式へ格納
-所属先を起点に出力する拠点のシートを判別.
➡ 拠点や報告項目に合わせ集計人数の合算を

行う仕組みを加え,合計値を格納した.

…



要件定義：マクロコントロール画面による制御

システムの使用者は,ボタンを押すだけでおおよその工程を完了できる.

14



効果

１．活用の状況
４月１日より申告申請の受付が始まるので,３月分給与確定後に
申請資料を作成する.

２．定量的効果
給与金額などの個人情報の削除や事業所,報告項目毎の人数の集計など
手作業での工程が自動化し,１人工分の工数削減が見込まれる.

３．定性的効果
-個人情報がシステム使用者に確認されないことによるコンプライアンス強化.
-集計間違いなどのヒューマンエラー削減.
-繁忙期に１人工を捻出できたことによる負荷軽減.

15



まとめ

１．実施した内容
マクロ機能による『在籍者一覧の作成』と『出力様式への従業員数格納』を
自動で行う仕組みを作成した.

２．講座を通じた気付き
要件定義で行った『業務のシステム化とアナログ的な部分を残すことの勘案』が
社内DXを推進する際の要点と理解出来た.
紙面で管理している情報をデータに置き換えることもDX推進に必須と学んだ.

３．今後の展望
６月に申請する『高年齢者雇用状況等報告書』,『障害者雇用状況報告書』や
『求人票の青少年雇用情報欄』などの作成に今回の仕組みを応用することで
出力様式の自動作成が見込めるので,システム作成を継続していく.

16



中小企業等DX支援講座
成果発表会資料

令和８年０３月１０日

豊樹脂工業株式会社
岩井 貴彦

棚卸データ自動集計システム



会社概要

2

会社名 豊樹脂工業株式会社

代表者名 代表取締役社長 竹内 太志

所在地 ・静岡市駿河区広野３丁目２０番１４号
・藤枝市横内８００－２６（藤枝工業団地）
・静岡市駿河区用宗巴町1-93

創業年 １９４９年

事業内容 プラスチック射出成形及び組立

従業員 １９０人

その他 ＩＳＯ９００１、エコアクション２１

■概要



会社概要

3

■経営理念

「長期に安定し適正利益を得られる会社」
「従業員の豊かなくらしに貢献する会社」



4

■ 大手家電向け製品

●冷蔵庫部品

●エアコン部品

会社概要



会社概要

5

■強みについて

・地域最大級の１８００tonの大型成形機を保有
・成形から組立までの一貫生産
・プラスチック成形 75年以上の実績と信頼



在庫管理の重要性

製造業においては在庫管理が大切

⚫ 大型製品が多いので余分に作ると場所をとる

⚫ １種類でも部品が足りなければ製品にならない

⚫ 在庫を正確に把握してないと納期に間に合わないことも

⚫ 在庫管理は単なる“モノの管理”ではなく、企業の利益、品質、

そして顧客からの信頼を支える、重要な経済活動です。
6

コスト
削減

信頼品質



7

協力会社様
A

藤枝工場本社工場

倉庫B倉庫A

協力会社様
C

協力会社様
B

組立品の
棚卸データ

各部品のデータを
手動で集計

データベースの
理論値在庫と照合計7か所

部品数
約１６０種類

■現状業務分析：業務内容

在庫ファイルに
入力



8

■現状業務分析：課題と原因

課題①：時間がかかってしまう

3ｈ×12＝36ｈ/年 <原因>

☐手動で計算、ファイルへ入力

☐ファイルへ入力時に図番（品番）
を確認する作業が手間

☐各棚卸データのフォーマットが
バラバラでわかりにくい

課題②：計算ミスや入力間違い
が起こりやすい

課題③：データベースの在庫との
差異を出すのに時間が
かかるため対応が遅れる

(生産に入ると
データが合わせづらくなる）



統一されたフォーマット
の棚卸データ

9

自動集計・出力する

マクロを作成

一目でデータベースの在庫と

実数値の差が分かる表を作成

在庫ファイルに集計した値を

自動出力するマクロを作成

手書き・FAXに対応でき
るように専用ファイルを

作成

☑各棚卸データのフォーマットを統一

☑自身が入力するための専用ファイルを作成

☑差異がすぐ確認できるように一覧表を作成

☑各棚卸データを自動で集計・出力するマクロを作成

■要件分析：解決方法の決定



10

■要件分析：解決方法の決定

現状の業務フロー

新システムのフロー

手作業で
集計

手作業で在庫
ファイルへ出力

一つ一つ
照合

バラバラの
フォーマット

自動集計
システムで在庫
ファイルへ出力

差異
一覧表

統一フォーマット

before

after



11

①参照ボタンを押して読み込みたい
ファイルを選択

※参照したファイル名が違えば
エラーメッセージが表示される仕様

②差異がわかる表を作成

③、④で在庫ファイルへ出力

コンセプト
誰でも簡単にわかりやすく

■要件定義：システムの機能



12

✔どこが違うかわかるように各ファイル毎に出力

✔今後も活用するために追加・変更・削除に対応

✔部品コードが変更になったりして違った場合には表示

一目で差異がわかるように表を作成

■要件定義：システムの機能



13

１．活用の状況

１月、２月と試験的に運用

２．定量的効果

作業時間の削減
削減時間：３時間/月×１２か月＝約３６時間/年

３時間/月⇒５分/月 まで短縮

３. 定性的効果

自動集計により、図番の見間違いや計算ミスがなくなった

差をすぐ確認できるため在庫違いに迅速に対応できる

■効果



14

１．実施した内容
マクロを活用して棚卸データの集計を自動化した。
改善効果：作業時間の削減と簡易化の実現に成功した。

ストレスも軽減された。

２．講座を通じて学んだ事・気づき
DX化することにより、業務の効率化と品質向上を同時に実現できます。
また、属人化を防ぎ人手不足にも対応。作業者の負担も減り、
社員一人一人の幸福度も上がると考えられます。
それにより生産性も向上し、地域発展につながると考えております。

３．今後の展望
今回作成したマクロ以外にも、作成したいマクロが複数あるため、
今後も講座で学んだ事を活用して、効率化を図っていきたい。
また、弊社でもDX化を推進し、社会に貢献していきたいと考えております

■まとめ


